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Abstract
The team from the Institute of Egyptology at Waseda University has carried out clearance, conservation, and 

documentation at the tomb of Userhat, Overseer of King’s Private Apartment under Amenhotep III (TT 47), and 
other tombs in the vicinity at Al-Khokha area in the Theban Necropolis since 2007. Although the tomb of Userhat is 
one of the most important private tombs from Amenhotep III’s reign, no comprehensive scientific research has been 
undertaken because its exact location had become unknown even after Howard Carter wrote its short report in 1903.

In the previous seasons, we uncovered the entrance of the tomb of Userhat, which has the lintel and doorjambs 
on both sides. They were decorated with incised hieroglyphic inscriptions and the figures of the tomb owner, 
Userhat. We have also located the subterranean structure of the tomb through the clearance of the debris in a 
hole where the ceiling of the chamber has collapsed in the past. At the south side of the western rear wall of the 
transverse hall, we found a relief decoration which depicts Amenhotep III and Queen Tiye seated under a canopy. At 
the inner chamber, we found a dyad, probably of Userhat and his wife, carved in the south wall of the chamber.

We found an unfinished tomb (KHT01) to the south of the forecourt of the tomb of Userhat (TT47) in the 
course of our clearance. The entrance of KHT01 is hewn on the southern wall of the forecourt of TT47. It was found 
out that the tomb KHT01 leads to another tomb, the tomb of Khonsuemheb (KHT02) who has the title of the Chief 
of the Workshop and Chief Brewer of the Mut temple. We also discovered the tomb of Khonsu (KHT03), who has 
the title of the Royal Scribe, during our clearance at the east of the forecourt of the tomb of Userhat (TT47).

In this season, we conducted our clearance at the area above the transverse hall of tomb of Userhat (TT47), 
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図 1　ルクソール西岸地図（Engelbach 1924: pl.II を一部改変、スケール 1:20,000）
Fig.1  Map of Theban Necropolis
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which is still covered by huge heap of debris, for the future conservation work inside the tomb. The conservation 
and engineering works were carried out in the unfinished tomb (KHT01) and the tomb of Khonsuemheb (KHT02) 
for its preservation.

Our clearance showed that the huge accumulation of limestone chips in the area above the transverse hall of 
tomb of Userhat (TT47) are related to the construction debris from surrounding tombs in antiquity. Clearance also 
revealed the limestone wall with mortar above the tomb of Userhat (TT47) and the stratigraphic observation suggests 
this limestone wall with mortar probably predates the tomb of Userhat (TT47). The stabilities of the unfinished 
tomb (KHT01) and the tomb of Khonsuemheb (KHT02) were increased by the engineering works and conservation 
treatments in the tombs.

1．はじめに

　早稲田大学古代エジプト調査隊は、1972 年 1 月にエジプト・アラブ共和国、ルクソール西岸のマルカタ

南遺跡で発掘調査を開始し、1974 年 1 月にコム・アル＝サマク（魚の丘）において、新王国時代第 18 王朝

アメンヘテプ 3 世時代の彩色階段を発見した 1)。この発見を受けて、アメンヘテプ 3 世時代をその後の主な

研究対象とし、アメンヘテプ 3 世の王宮であるマルカタ王宮、アメンヘテプ 3 世時代のルクソール西岸の岩

窟墓や王家の谷・アメンヘテプ 3 世王墓の調査など、当該時代の研究を進めてきた 2)。 第47号墓
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　こうしたアメンヘテプ 3 世時代の研究の一環として、早稲田大学エジプト学研究所は、2007 年度から新

たにルクソール西岸、アル＝コーカ地区に位置するアメンヘテプ 3 世時代の岩窟墓、ウセルハト墓（TT47）

を対象に調査を開始した（図 1, 2）。調査の対象としたウセルハト墓は、アメンヘテプ 3 世の後宮（ハーレ

ム）の長官などを務めたウセルハトという人物の墓で、アメンヘテプ 3 世時代の高官墓に特徴的な、良質な

レリーフ装飾と列柱を備えた大型岩窟墓の 1 つとして極めて重要である。本調査では、墓の構造、装飾、被

葬者の称号、家族関係などを明らかにするとともに、これらの資料をもとに研究を実施し、同時代の大型岩

窟墓の特質と発展を解明することを調査の目的とした 3)。ウセルハト墓は H.A. ラインド（Rhind）や H. カー

ター（Carter）などの報告により、19 世紀からその存在が広く知られていたものの 4)、総合的な調査は行わ

れておらず、2007 年度の調査前の時点で墓は厚い堆積に覆われ、正確な位置すら不明となっていた。こう

した状況を受けて早稲田大学エジプト学研究所は、2007 年 12 月にアル＝コーカ地区においてウセルハト墓

の再発見・再調査を目的とした発掘調査を開始し、その後、調査を継続している。

　これまでの調査により、ウセルハト墓を再発見するとともに、これまでカーターなどによって報告され

ていなかったウセルハト墓の詳細を明らかにすることができた（近藤他 2011; 2012; 2013; 2014; Kondo and 

Kawai 2017）。また、第 7 次調査では、ウセルハト墓の前庭部南壁から、新たに 2 基の岩窟墓、未装飾墓（KHT01）

とコンスウエムヘブ墓（KHT02）を発見した（近藤他 2015; Kondo and Kawai 2017）。第 10 次調査において、

図 2　アル＝コーカ地区地図（Survey of Egypt 1924: Sheet D4, D5 を一部改変、スケール 1:2,000）
Fig.2  Map of al-Khokha area

第47号墓

第174号墓
第264号墓

オムダの家

第38号墓

第256号墓

第257号墓

D4 D5

D4 D5



28 エジプト学研究　第 25 号

コンスウエムヘブ墓前庭部の発掘調査が進んだことにより、容易にアクセスが可能となり、本格的な保存修

復作業を実施する準備が完了した。更に第 10 次調査では、ウセルハト墓の前庭部東側から新たにコンスウ

墓（KHT03）を発見した（近藤他 2018）。

　これまでの調査成果を受け、第 11 次調査では、主に 2 つの作業を行った。ひとつはウセルハト墓上部の

発掘調査である。今後のウセルハト墓内部の発掘調査、保存修復作業に備え、墓にかかる荷重を減らすため

に、ウセルハト墓上部に堆積する土砂の発掘調査を実施した。もうひとつは、コンスウエムヘブ墓における

保存修復作業、岩盤補強作業であり、今期調査から本格的な保存修復作業を開始した 5)。

　本稿では、こうした経緯と調査目的のもと、2017 年度にルクソール西岸アル = コーカ地区の第 47 号墓お

よびその周辺において実施した第 11 次調査について報告を行う 6)。

2．ウセルハト墓およびコンスウエムヘブ墓の調査

　今期調査では、ウセルハト墓の内部の発掘調査、保存修復作業に備え、墓の上部に堆積する土砂を発掘し、

墓内部にかかる荷重を減少させることを目的とした。今回の発掘では、主にウセルハト墓の前室南側の上部

の発掘調査を実施した（図 3）。

　ウセルハト墓上部には、石灰岩チップ層が 6m ほど堆積している。この石灰岩チップ層は大きく 2 つに分

けることができた。石灰岩チップ層の上層には、新王国時代第 19 王朝から第 20 王朝に年代付けられる土器

が含まれており、その他に、墓の造営に使用されたと考えられるプラスターの入った土器、植物製の刷毛な

どが発見されている。こうしたところから、上層の石灰岩チップ層は、周辺の第 19 王朝から第 20 王朝の墓

を掘削した際の排土であると考えられる。

　また、石灰岩チップ層の下層からも、墓の造営に関連する遺物が出土しており、同じく墓を掘削した際の

排土であると考えられる。出土した遺物は、掘削の際の目印と考えられる赤い線のある石灰岩片や木槌、青

や緑色の顔料を含む土器片（おそらくパレットとして使用）、プラスターの入った土器などである。また、

出土した土器群が第 18 王朝後期に年代付けられることから、石灰岩チップ層が周辺の第 18 王朝後期の岩窟

墓の掘削排土である可能性が考えられる。

　また、発掘調査の結果、ウセルハト墓前室南側の上部から、石灰岩片で作られた壁の一部が発見された（写

真 1, 2）。前述の石灰岩チップ層は、この壁を覆うように堆積していたことから、少なくともこの壁自体は、

第 18 王朝後期よりも前に年代付けることができる。今後、この壁周辺の発掘調査を進め、遺構の性格を明

らかにしていく計画である。

　更に、今期調査では、コンスウエムヘブ墓の保存修復に先立ち、前室の発掘調査も実施した。前室内部には、

外部から流れ込んだ土砂が堆積しており、出土遺物も第 3 中間期に年代付けられるカルトナージュ片、シャ

ブティ片などが主であった。その他、古代に崩落したコンスウエムヘブ墓の壁画の一部も発見された。これ

らは今後の保存修復作業によって、適切な位置に戻される計画である。
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写真 1　ウセルハト墓の前室上部、今期発掘調査終了時（北東から）
Pl.1 The area above the transverse hall of tomb of Userhat (TT47) after clearance, looking from northeast

写真 2　ウセルハト墓の前室上部、今期発掘調査終了時（北から）
Pl.2 The area above the transverse hall of tomb of Userhat (TT47) after clearance, looking from north
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3．出土遺物

　以下では、今期調査において、ウセルハト墓上部およびコンスウエムヘブ墓内部の発掘調査で取り上げた

遺物のうち、主要なものについて報告する。

（1）木棺・カルトナージュ

寸法：高さ 8.1cm、幅 19.2cm、厚さ 3.5cm（図 4.1、写真 3）

　　　高さ 10.1cm、幅 13.1cm（図 4.2）

　　　高さ 6.9cm、幅 5.2cm（図 4.3、写真 4）

　　　高さ 6.9cm、幅 10.1cm（図 4.4）

時代：第 3 中間期（図 4.1–4）

　今期調査では、ウセルハト墓上部およびコンスウエムヘブ墓前室内部から木棺片、カルトナージュ片が発

見された。装飾などから第 3 中間期に年代付けられると考えられ、周辺の墓に由来すると考えられる。

　木製の手は、もともと木棺に付属していたものである（図 4.1、写真 3）。類似した手首の部分に装飾のあ

る木製の手は、アル＝コーカ地区の第 253 号墓からも出土しており、第 21 王朝から第 22 王朝初期に年代付

けられている（Strudwick 1996: pl.56.253A.123, 253A.055, 57）7)。カルトナージュ片は、女神の羽、シェン・

リング、バーで装飾されたものや（図 4.2）、ウジャトの眼が装飾されたもの（図 4.3、写真 4）、棺の鬘の部

分のもの（図 4.4）などがある。いずれも黄色の背景に赤、青、緑、黒で装飾されており、こうした装飾は

第 21 王朝に年代付けられる（Schreiber 2008: 55）8)。

（2）ファイアンス製アミュレット

寸法：高さ 1.8cm、幅 2.0cm（図 4.5）

時代：第 3 中間期（図 4.5）

　今期調査では、ファイアンス製のアミュレットが出土した。濃い青地に、細部が黒で表現されたウジャト

の眼などが出土している（図 4.5）。類似したウジャトの眼のアミュレットは第 3 中間期に年代付けられてい

る（Müller-Winkler 1987: 170, S145）。

（3）ウシャブティ

寸法：高さ 5.5cm、幅 1.7cm、厚さ 1.3cm（図 4.6、写真 5）

　　　高さ 7.5cm、幅 2.9cm、厚さ 2.8cm（図 4.7）

　　　高さ 7.4cm、幅 4.6cm、厚さ 3.4cm（図 4.8）

時代：第 3 中間期（図 4.6–7、写真 5）

　今期調査でも、ファイアンス製、テラコッタ製と土製のシャブティが出土した。類例などから第 3 中間期

に年代付けられると考えられる。

　ファイアンス製シャブティ（図 4.6、写真 5）は、アル＝コーカ地区の第 253 号墓、254 号墓、294 号墓の

前庭部から類例が出土している（Strudwick 1996: 106, pl.37.ct.169a, c, d, 38.ct.169b, e）9)。テラコッタ製のシャ

ブティはもともと腕を前で交差し、鍬を持っていたと考えられる（図 4.7）。類例は、同じくアル＝コーカ地

区の第 253 号墓、294 号墓から知られている（Strudwick 1996: 115, 119, pl.36.ct.294.442, ct.253.118b）10)。土

製のシャブティ（図 4.8）は、青緑の装飾があり、黒でおそらく被葬者の名前である ... n Mwt ...「... エンムウト」

の文字が見られる。類似した土製の青緑の装飾のシャブティは、アル＝コーカ地区の第 32 号墓から、第 21

王朝の例が知られている（Schreiber 2008: pl.LIII.3.1.4.3）11)。
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図 4　主要出土遺物（1）
Fig.4  Major finds (1)
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（4）葬送コーン

① Wsr-HAt「ウセルハト」の葬送コーン

寸法：高さ 7.4cm、幅 9.5cm、長さ 21.2cm（図 5.1）

　　　高さ 9.6cm、幅 9.7cm、長さ 9.3cm（図 5.2、写真 6）

時代：新王国時代アメンヘテプ 3 世（図 5.1, 2、写真 6）

　今期調査でもウセルハトの葬送コーンが出土した（図 5.1, 2、写真 6; Davies and Macadam 1957: #406）。

形状は末端がややすぼむ直方体であり、文字が押印されている先端には赤いスリップが施されている。

② Nb-Imn「ネブアメン」の葬送コーン

寸法：高さ 7.8cm、幅 8.5cm、厚さ 16.7cm（図 5.3、写真 7）

時代：新王国時代（図 5.3、写真 7）

　ネブアメンの葬送コーンが出土した（図 5.3、写真 7; Davies and Macadam 1957: #553）。ネブアメンは sS-

nswt, imy-r rwyt, sS wdHw imy-r Snwty「王の書記、法廷の長、供物台の書記、2 つの穀倉庫の監督官」の称号

を持つ人物で、年代と墓の位置は不明である。これまで第 3 次、第 8 次、第 9 次調査でも出土している（近

藤他 2011: 55; 2016: 124, 図 6.10; 2017: 56, 図 9.2）。

（5）木槌

寸法：高さ 7.5cm、幅 7.4cm、厚さ 6.7cm（図 6.1）

時代：新王国時代（図 6.1）

　ウセルハト墓の前室上部の石灰岩チップ層から、木槌の破片が出土した（図 6.1）。今期調査では、計 2 点

の破片が出土している。類似した木槌は、セドメント（Franzmeier 2017: 1662, no.2033/Wz/001）などから出

土している。

（6）封泥

寸法：高さ 14.5cm、幅 14.7cm、厚さ 12.2cm（図 6.2、写真 8）

時代：新王国時代（図 6.2、写真 8）

　アンフォラの封泥がウセルハト墓の前室上部の石灰岩チップ層上層から出土した（図 6.2、写真 8）。封泥

には、rnn.wtt [nb.t]-kA nfr DfA「レネヌテト、食物の女主人、良き食物の供給者」の文字が押印されている。

類似した封泥は、アマルナなどに見られる（Seyfried (ed.) 2012: cat.no.151, right）。

（7）カノポス壷

寸法：高さ 3.6cm、最大径 18.6cm（図 7.1、写真 9）

時代：新王国時代第 18 王朝中期（図 7.1、写真 9）

　土器を白く塗り、黒で文字を描いたカノポス壷が出土した（図 7.1、写真 9）。胎土は、ウィーン・システ

ムにおける Marl A2 胎土である。内部には、黒の樹脂が付着している。文字は壷の胴部に縦 2 行で、以下の

ように記されている。

　一行目：... Hp.y zA ...「... ハピ神、保護 ...」

　二行目：... Hm-nTrnTr-thj ? Ḥr...「... 攻撃の神（？）の神官、ホル（？）...」

　類似した Marl A2 胎土、白地に黒の文字の書かれたカノポス壷は、アル＝コーカ地区から知られており、

第 18 王朝中期に年代付けられている（Schreiber 2008: pl.XXXIV.1.6.50–53）。
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図 5　主要出土遺物（2）
Fig.5  Major finds (2)
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図 6　主要出土遺物（3）
Fig.6  Major finds (3)
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写真 3　木棺片
Pl.3  Fragment of wooden coffin

写真 4　カルトナージュ棺片
Pl.4  Fragment of cartonage coffin

写真 6　ウセルハトの葬送コーン
Pl.6  Funerary cone of Wsr-Hat

写真 5　ファイアンス製ウシャブティ
Pl.5  Faience shabti

写真 7　ネブアメンの葬送コーン
Pl.7  Funerary cone of Nb-Imn

写真 8　封泥
Pl.8  Mud jar sealing
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（8）土器 12)

　今期調査では、主にウセルハト墓の前室上部に堆積した石灰岩チップ層から土器が発見された。この石灰

岩チップ層は、古代における墓掘削の排土と考えられ、大きく 2 つの層に分けることができる。

　石灰岩チップ層の上層からは、新王国時代第 19 王朝から第 20 王朝に年代付けられる皿形土器（図 7.2）
13)、波状頸部の青色彩文土器（図 7.3）、赤色のビール壷（図 7.4）14) などが出土している。皿形土器（図 7.2）

は、口縁に赤色の装飾が施されており、底部には焼成後に孔が開けられている。また、内外に焼成の痕が見

られる。孔や焼成の痕跡から、この皿形土器は何らかの儀式に使用されたと考えられる。また、波状頸部の

土器（図 7.3）は、埋葬儀式に使用されたとされている（Nelson 2006: 122）。赤色のビール壷（図 7.4）には、

供物として供えられたと考えられる泥が入っている。このように、石灰岩チップ層の上層から発見された土

器群は、付近における儀式に使用された土器群と考えられ、おそらくウセルハト墓周辺の墓に由来するもの

と考えられる。

　石灰岩チップ層の下層からは、皿形土器（図 7.5）15)、赤色のビール壷（図 7.6）16)、赤色の短頸壷形土器（図

7.7）17)、白色の高坏形土器（図 7.8、写真 10）18) などが出土している。類例などから、第 18 王朝後期に年

代付けられる。皿形土器には、焼成後に孔が開けられ、内外に焼成の痕が見られる（図 7.5）。また、赤色の

ビール壷（図 7.6）には、内部に内容物である泥がある。赤色の短頸壷形土器にも孔が開けられている（図 7.7）
19)。白色の高坏形土器（図 7.8、写真 10）は、内部に焼成の痕跡があり、また類例などから考えると、何ら

かの儀式に使用されたと考えられる。こうしたところから、石灰岩チップ層の下層から発見された土器も付

近における儀式に使用された土器群と考えられる。

4．まとめ

　2017 年度の第 11 次調査では、ウセルハト墓上部の発掘調査を行い、今後のウセルハト墓内部の発掘調査、

保存修復作業に向けて、墓の上の土砂の加重を減らすことができた。また、発掘調査により、墓の上の土砂

が古代における岩窟墓の掘削排土であることが明らかとなった。また、出土遺物の研究から、古代の活動の

一端を復元することもできた。更には、第 18 王朝後期よりも前に年代付けられる壁の存在が明らかとなり、

今後、この壁の性格を明らかにすることが課題として挙げられた。コンスウエムヘブ墓では、本格的な保存

修復作業、岩盤補強作業を開始し、一定の成果を得た。特に壁画や彫像の補強作業を行い、崩落の危険性が

減少したことは大きな成果である。

　以上が第 11 次調査の成果の概要である。来期以降も発掘調査、保存修復作業を継続し、ウセルハト墓（第

47 号墓）、コンスウエムヘブ墓（KHT02）、コンス墓（KHT03）を中心として、研究を進めていきたい。
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図 7　ウセルハト墓の前室上部から出土した土器
Fig.7  The pottery vessels from the area above the transverse hall of the tomb of Userhat
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